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メッセージ 

 
 「さよなら原発福井県集会ｉｎさばえ 2014」に参集した福井県民の皆様に、日本科学者
会議原子力問題研究委員会を代表して、連帯のメッセージを送ります。 
 安倍内閣は現在、できる限り原発依存度を低減させると称しつつも、実際に実行しよう

としていることは運転停止中の既設原発再稼働容認、原発の海外輸出の推進、六ヶ所再処

理工場の運転容認です。高レベル廃棄物の処分場についても、その建設を推進しようとし

ています。これは従来の原発推進路線の維持、再処理－プルトニウム・リサイクル政策の

踏襲でしかありません。 
 福島第１原発では増え続け、漏れ続ける汚染水問題が喫緊の課題となっており、到底「収

束」などと呼べる状況にはなく、依然緊急時の状態にあります。事故から３年が経とうと

しているにも拘わらず、４万８０００人余の県外避難者を含め、依然１５万人近い避難者

がいます。 
 今こそ私たちは原発をなくして、安全な社会を築いていかなくてはなりません。原発の

ない社会をめざして、私たち日本科学者会議原子力問題研究委員会はみなさんとともに歩

み続けることを表明して、連帯の挨拶とします。ともに頑張りましょう。 
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